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「牧中っていいね！」の心で ～ 今、この瞬間を、最高の思い出に ～ 

校長  池  正裕  

校庭の緑が一段と色濃くなり、吹き抜ける風が心地よい季節とな

りました。早いもので、新年度がスタートして１か月半が過ぎました。 

４月の「生徒会入会式」では、緊張した面持ちの１年生を上級生

が温かく迎え入れる姿がありました。その日から今日まで、校内に

は新しい学年での決意に満ちた活気ある声が響いています。 

今年度、生徒会が掲げたスローガンが校内に掲示されました。 

「牧中っていいね！ ～今、この瞬間を大切にしよう～」 

この言葉には、自分たちの学校や仲間を大切に思い、二度と戻ら

ない１日１日を全力で過ごそうという、生徒たちの真っすぐな気持ち

が込められています。「いいね！」と互いを認め合い、支え合える関

係を築くこと。そして、目の前の行事や学習に一生懸命取り組むこ

と。こうした当たり前の日常を大切にすることが、今の生徒たちの大

きな力になっています。本校は今、来春の統合に向けた大切な１年を歩んでいます。こうし

た歩みを進められるのも、保護者の皆様、そして地域の皆様が、長きにわたりこの学び舎を

温かく支えてくださっているからこそです。 

これまでの道のりを大切にしながら、生徒たちの頑張りを次の環境へもしっかりとつなげ

ていきたいと考えています。そのために、日々の授業や行事の一つひとつを丁寧に行い、生

徒たちと一緒に充実した毎日を創り上げていく。そんな一歩ずつの積み重ねを、教職員一

同、何よりも大切にしていきます。生徒たちが「やっぱり牧中っていいね！」と胸を張って次

のステップへ進めるよう、これからも共に歩んでいただければ幸いです。活動を通して、ま

た一回り大きく成長した生徒たちの今後の活躍を、引き続き温かく見守ってください。 

柏葉 

<スローガン作成の様子>  



＜真剣な態度で参加する生徒＞ 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

＜ 伸葉会の説明 ＞     ＜ 図書・健康委員会の紹介 ＞      ＜ バレー部の紹介 ＞   

 

 

 

 

 

 

 

＜ 音楽部の紹介 ＞      ＜ コミュニケーション活動「全校チャレンジ」進化じゃんけん ＞            

４月１３日（月）の５時間目に生徒会入会式を実施しました。牧中学校の生徒会を「伸葉会（し

んようかい）」と呼んでいます。入会式では、新１年生に向けて生徒会活動等についての説明があ

りました。具体的には、生徒会の組織や活動内容、各委員会の紹介等について、２・３年生から話

がありました。会の最後にはコミュニケーション活動として、生徒、保護者、先生方も交えて、「進化

じゃんけん」を行い、会場の全員の絆を深める活動となりました。 

 

 

 

４月２７日（月）に第１回生徒総会が開催されました。生徒総会

は、開会宣言、生徒会歌斉唱、生徒会長挨拶、校長挨拶と進み、そ

の後、議長の進行で議事について話合いがされました。 

生徒会長から、今年度の私たちが目指す生徒会の姿は、「２１名

全員で、今この瞬間を大切にしたい」と話がありました。 
 

【今年度の生徒会スローガン】 

『 牧中っていいね！ 』  ～今、この瞬間を大切にしよう～ 

【重点的な取組】 

 (１) ふかめ合い活動の実施 ～触れ合いを通して、全校生徒の「楽しい」で溢れる学校～ 
 (２) 全校チャレンジ ～全校で心を一つにしてチャレンジする取組を通して団結力を高める～ 

 

生徒一人一人が伸葉会の主役として、真剣に生徒会の活動について考える時間になりました。
生徒会スローガンの達成に向けて、主体的に学校生活を送ってほしいと願っています。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今年度の牧中学校のグランドデザインは、学校 HPにもアップしてあります。 

◆学校経営の重点 
 教育目標として「自立（ひとりで）・共生（みんなと）・挑戦（さらに）」を掲げ、夢と志をもって意
欲的に学び、自律と思いやりの心をもつ、たくましい生徒の育成を目指します。特に、以下のサイク
ルを通じて「感謝の心でつながり、自信をもって自ら歩む生徒」を育てます。 
 ・自己有用感の醸成：役割をもち、感謝される経験を積む。   
 ・自分への自信：役に立てた実感から、自己肯定感・自己効力感を高める。   
 ・主体性・自立：自ら新たな課題に挑戦する。   
 ・感謝の心：次の誰かのために行動する好循環を生み出す。 
 

◆学校経営の視点 
 生徒が安心して力を発揮できるよう、以下の視点を重視します。 
 ・心理的安全性の確保：「失敗は学びの最大のチャンス」という共通認識をもち、誰もが安心して
挑戦できる環境をつくります。 

 ・チーム担任制：全教職員が多様な視点から生徒の良さを見つけ、認め、褒めるサポート体制を
構築します。 

 ・地域との協働：地域に開かれたカリキュラムを通じ、ふるさとを愛する心を育みます。 
 
◆自己有用感を高める教育活動 
 ・家庭・地域での役割づくり：地域行事や職場体験などで生徒に小さな役割を与え、活動後に
「助かったよ」「ありがとう」と言葉をかけることで、自信へとつなげます。 

 ・よりよい集団づくり：「全校トーク」や「全校チャレンジ」、SST（ソーシャルスキルトレーニング）
を通じ、仲間と関わりながら互いを尊重する関係を築きます。 

 ・自らデザインする学び：手帳を活用して「計画・実行・振り返り」を習慣化し、自らの学びや生活
を主体的に調整する力を養います。 



＜参加された皆様からの素敵な感想＞ 

５月２日（土）に「牧中学校８０周年・閉校記念

事業実行委員会」の皆様が、牧中学校「母校見

学会」を企画しました。当日は、牧中学校の卒業

生や地域の方々など、約３０名の皆様が来校し

ました。牧区にあるカフェ＆雑貨屋イマココさん

のコーヒーを飲みながら、中学生時代を思い出

しながら語り合う素敵なイベントとなりました。 

参加された方々からの感想には、「３７年前の

あの頃の記憶がよみがえりました」「牧中学校

で過ごした時間は宝物です」「卒業してから３０

年以上たちますが、校舎がきれいなままで大切

に使われてきたのだなと感慨深かったです」な

ど、たくさんの感想をいただきました。次回、「第

２回母校見学会」は８月８日（土）を計画してい

ます。皆様、ふるってご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事等 

１ 月 第 1回小中合同学校運営協議会 

２ 火 あいさつ運動 

３ 水 あいさつ運動  

４ 木 あいさつ運動  

８ 月 避難訓練 

１１ 木 歯肉炎予防教室（１年） 

１９ 金 地区各種大会 

 

日 曜 行事等 

２０ 土 地区各種大会 

２１ 日 夢まつり 

２３ 火 命を考える授業２・３限（３年） 

牧っこチャレンジウィーク（～２９日） 

２４ 水 全校集会 

２６ 金 高校説明会（全校） 

３０ 火 職場体験（２年 ～7/2） 

 


